
設計内容説明書【共同住宅等－住戸用】

５－１ 各部の熱 屋根又は天井：□ 外断熱 □ 内断熱 □

断熱等性能 貫流率又 □ 硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板（ )種( )号t=( ） □

等級 は各部の □ 吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(現場発泡) t=( ） □

断熱材の □     □ t=( ） □

地域区分 種類と その他( ) t=( ）

地域 厚さ 壁： □ 外断熱 □ 内断熱

※t：厚さ □ t=( ）

単位(mm) □ t=( ）

□     □ t=( ）

その他( ) t=( ）

床（外気に接する部分）： □ 外断熱 □ 内断熱

□ t=( ）

□ t=( ）

□     □ t=( ）

その他( ) t=( ）

床（その他の部分）：□ 外断熱 □ 内断熱

□ t=( ）

□ t=( ）

□     □ t=( ）

その他( ) t=( ）

・住戸の過半数の床が外気に接しているか

□ 接している □ 接していない

・開口部比率（

□ 熱貫流率の基準に適合

□ 断熱材の熱抵抗の基準に適合

開口部比率の区分[ ]

□ 緩和措置利用あり

□ 窓の断熱（２％緩和） □ 窓の日射（４％緩和）

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板(      )種

吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(現場発泡)

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板（     )種(       )号

吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(現場発泡)

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板(      )種

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板（     )種(       )号

吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(現場発泡)

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板(      )種

*4

躯体の断
熱性能等

開口部の
断熱性能

等

区分（い）

□ ）W/(㎡K)*4

□ 日射熱取
得率

□
冷房期の平均日射熱取得率

ηA
（

外皮平均熱貫流率UA （

適用条件

）

適用する基準

断 熱 構 造
と す る
部 分

□
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板(      )種

□

温
熱
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
に
関
す
る
こ
と

仕様書

平面図

断熱材仕様書

矩計図

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板（     )種(       )号

性 能 表 示 設計内容説明欄確 認

事 項 項 目

設計
内容

確認欄記載図書項目 設計内容

外皮平均
熱貫流率

建 築 主 等
判 断 基 準
設 計 施 工
指 針 附 則

建築主等
判断基準

設計施工
指針（本則）

設計施工
指針（附則）

*4等級4の場合
のみ評価書に
表示選択可能

UA値の値を

評価書に記
載する

ηA値の値を

評価書に記
載する

□

□
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設計内容説明書【共同住宅等－住戸用】

５－１ ・ □

断熱等性能 □

等級 □ □

　 □

地域区分 □ 通気止め設置 □ その他

地域 ・

□ □ □

・

□ 該当なし □

□ その他

・繊維系断熱材等の防湿層の設置

□ 該当なし □ 設置

天井（仕様： ） t=( ） □

□ 熱抵抗値( ㎡･K/W) □ 熱貫流率( W/㎡･K) □

壁　（仕様： ） t=( ） □

□ 熱抵抗値( ㎡･K/W) □ 熱貫流率( W/㎡･K) □

床　（仕様： ） t=( ）

□ 熱抵抗値( ㎡･K/W) □ 熱貫流率( W/㎡･K)

補強範囲 [□ 450㎜□ 600㎜□ その他( ㎜)]

□

□

□

□

庇･軒･付属部材等の記号は、

欠損部分直下住戸内天井部分を内断熱

小屋裏、天井裏内又は床下内に上下端部が開放された
間仕切壁内及び外壁内への通気止めの設置

充填断熱工法などでないため開放部分なし、またそ
の他の理由による開放部分もなし

天井又は屋根又は壁の埋込型照明器具又はコンセント
等で   断熱材を欠損する場合の措置

屋上の逆梁、アンテナ基礎又は機械基礎等で屋上外断
熱材を欠損する場合の措置

A：なし　B：庇・軒　C：ｶｰﾃﾝﾚｰﾙﾀﾞﾌﾞﾙ　D：内付ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ
E：外付ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ　F：紙障子　G：その他　を示す。
注)4%緩和規定利用時は特記のこと。

建具の
日射侵入

対策

建具・ドア枠の材質・形状、ガラスの種類・構成等、庇･軒･
付属部材等の設置

方位
建具･ドア枠の材質･形状･ガラスの種

類･構成等

庇･軒･
付属部
材等

矩計図

□
日射侵入
率計算書

仕様書

平面図

建具形状
建具･ドア枠の材質･形状･ガラスの種

類･構成等
気密性
等級 建具表

□

建具の
断熱性

建具・ドア枠の材質・形状、ガラスの種類・構成等および
建具気密性

仕様書

矩計図

平面図

□

熱橋部
対策

□

躯 体 の
断 熱 性 能

等

記載図書

温
熱
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
に
関
す
る
こ
と

断熱性能
を確保す
るための

事項

仕様書

矩計図

平面図

適用する基準 該当なし 欠損する部分を補修 その他

設計内容説明欄 設計
内容

確認欄

性 能 表 示 確 認

事 項 項 目 項目 設計内容

開 口 部 の
断 熱 性 能

等

建築主等
判断基準

設計施工
指針（本則）

設計施工
指針（附則）

*4等級4の場合
のみ評価書に
表示選択可能

UA値の値を

評価書に記
載する

ηA値の値を

評価書に記
載する

□

躯 体 の
断 熱 性 能

等

□
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